


あなたのことを知ってる私と
僕のことを知らないあなたと
いたい時間は長すぎるけれど

今日を見たい 明日を見たいと思う



暗い部屋 溢れた言の葉
枯れ木は寒さに口をつぐんだ
春になれば花は開くだろうか

私は待った 期待を待った

気付いたらもう戻れないや
嫌いな気持ちはただ

満たない隙に蓋をしただけの
未完成をあなたに贈ってしまった

人生は創作に塗れている
昨日までの完成品を

ガラスケース越しに眺める日々
まぁいいんだ僕は
先を行っている



あなたのことを知ってる私と
知れた気になったこの夜

明かし飽きた今日も未来も
知らないあなたはまだ知らないまま

開いた傘をぎゅっと
露先　私を刺した

汚いふち　逸らした僕の条理
悲観性は私を包んでしまった

凛として木陰に咲いた花は
今日も君を睨みつけんだ

開いた価値をそっと期待しよう
真っ赤にはにかんだ

みんなはもう、先を行ってる



人生は創作に塗れてる
昨日までの完成品を

ガラスケース越しに眺める日々
まぁいいんだ僕は

先を行ってる



私は島を描いている
みんな後悔を知らず

人を刺している

ここから出よう。
言葉で人を見よう。
悲しくなったら、

島を巡ろう。
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